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○議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に進行いたします。蒲郡市政クラブ代表、新実祥悟議員。 

◆新実祥悟議員 議長の許可をいただきましたので、蒲郡市政クラブの代表質問をさせて

いただきます。 

 早速ですが、大きい１番、予算大綱についてお願いいたします。 

 （１）三河港港湾計画改訂の状況についてでございます。 

 初めに、三河港港湾計画改訂の概要、進捗状況、市の要望事項はどのようになっている

のか、お尋ねいたします。 

◎鈴木伸尚建設部長 港湾計画は、港湾法に基づく法定計画であり、その港湾に関わる全

ての関係者が、開発、利用及び保全を行う上での基本的事項を定めた計画となります。こ

れまでに、三河港港湾計画は、昭和 39年に最初の計画が策定されてからおおむね 10年ご

とに５回の改訂が行われ、前回は平成 23年度に改訂されました。 

 現在の進捗状況といたしましては、令和２年１月に愛知県が三河港港湾計画検討委員会

を立ち上げて、令和２年度に 20年から 30年先の三河港の将来像を取りまとめた長期構想

（案）の作成を行い、その後、長期構想（案）についてパブリックコメントを行う予定と

なっております。 

 令和 3年度には、長期構想を踏まえて、10年から 15年後の港湾施設及び土地利用計画

の検討などを行い、港湾計画（素案）を作成いたします。令和４年度に最終の港湾計画

（案）の取りまとめを行い、国土交通大臣への提出及び審査が予定されております。 

 市といたしましても、11号岸壁の整備をはじめ、現港湾計画上にある使用されていない

貯木場などの埋立てによる用地確保、航路が狭いため風速による入港制限が生じる航路の

拡幅、東港地区における土地利用計画の見直しなど、蒲郡市のさらなる発展に向けた港湾

計画改訂となるように要望しているところでございます。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 ただいまの御答弁にありましたように、市の貯木場というのは非常に大

きな土地だというように思っていまして、それが埋められることによって多くの企業用地

というのが生み出される。蒲郡市で行きますと、ほとんど山ばかりで、本当に企業を呼ぶ

にもそうした用地が確保できないという現状の中で、ぜひ、この港湾計画を改訂する中に

この埋立てというのを入れていっていただくよう強く働きかけていただきたいと、このよ

うに思います。よろしくお願いします。 

 では、先ほどの御答弁の中にありましたが、現状の計画の中に 11号岸壁の埋立てとい

うのがございますが、この今の状況というのはどのようになっているか、お尋ねいたしま

す。 

◎鈴木伸尚建設部長 蒲郡ふ頭 11号岸壁は、これまでに岸壁延長 350メートルが供用さ

れておりますが、現在の工事の状況といたしましては、さらに 30メートルの延伸工事を

鋭意施工中と伺っております。 
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 また、施工中でした背後地の埋立箇所につきましては、令和２年 10月に約 1.8ヘクタ

ールが供用開始され、残り約 1.8ヘクタールについては、令和３年度にアスファルト舗装

工事が完了する予定と愛知県から伺っております。 

 加えまして、100メートルの岸壁延伸部分の背後につきましても、愛知県により本年度

に埋立ての設計業務が委託されており、今後、岸壁背後の埋立て工事が計画されていると

のことでございます。 

◆新実祥悟議員 ありがとうございます。 

 この三河港港湾計画の中には、東港の開発についても入っているということなのです

が、この件については後ほど、これだけでお尋ねいたします。 

 今回、（２）として道路建設についてお尋ねするわけなのですが、道路と産業というの

は非常に重要だということで、リンクしていると思っておりまして、それを基にしてこの

ように質問を並べさせていただきました。最後は少し私の思いも述べさせていただこうと

思いますが、まず質問をさせていただこうというように思います。 

 まず、アとして国の直轄事業についてです。 

 国の直轄事業である国道 23号蒲郡バイパスの事業内容及び進捗状況と、名浜道路の概

要と現在の状況についてお伺いいたします。 

◎鈴木伸尚建設部長 国道 23号蒲郡バイパスは、豊川為当インターチェンジから幸田芦

谷インターチェンジまでの延長 15キロメートルで、そのうち未開通区間は、豊川為当イ

ンターチェンジから蒲郡インターチェンジまでの東部区間、延長 9.1キロメートルとなり

ます。 

 今年度の状況でございますが、当初予算で 72億 4,000万円、補正予算で 14億円、合計

で 86億 4,000万円の予算を確保していただき、豊川為当インターチェンジから蒲郡イン

ターチェンジの区間で、大規模な切土、盛土による道路築造工事を全面展開していただい

ております。 

 続きまして、名浜道路についてでございますが、常滑市から蒲郡市までの概略延長約 40

キロメートルの地域高規格道路で、中部国際空港と衣浦港、三河港とのアクセス性を高め

る大変重要な道路でございます。昨年度末には、愛知県と名浜道路推進協議会、名浜道路

推進経済連合会で具体的な現道活用ルートと優先整備区間などを含めた名浜道路の段階的

な整備方針について合意形成が図られたところであります。 

 このため、今年度の名浜道路推進協議会と名浜道路推進経済連合会による、国土交通省

中部地方整備局と愛知県への要望活動においては、合意形成の内容を踏まえました要望を

実施しており、愛知県では一般県道幸田幡豆線の線形改良に向けた調査設計が着手された

ところでございます。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 国道 23号蒲郡バイパスの案件につきましては、何度も伺っております

ので結構でございますが、着々と進んでいくことを期待しております。 



令和 3 年 3 月定例会 

代表質問 

- 3 - 

 

 ところで、名浜道路については、残念ながら、当初の要望が高規格道路で、空港から浜

松に向かっていくというような話だったのですが、少し様子が変わってきて、一般道を拡

幅するなど、それをうまく利用するというような方向になったというような御答弁を頂き

ました。 

 実際には現実に合わせた道路事業というのもあるのかなというように思いますが、今

後、どのようになっていくのか様子を注視してまいりたいというように思います。 

 それでは、次にイとして県事業についてお尋ねいたします。 

 蒲郡市内における、愛知県が実施する事業をまず伺います。 

◎鈴木伸尚建設部長 現在、愛知県に実施していただいている事業は、三谷町の国道 23

号歩道整備事業でございます。三谷町小迫交差点西側から二舗交差点までの 400メートル

の区間について、交通安全対策を目的として、平成 20年度から事業着手していただいて

おります。 

 現在の残事業としましては、用地買収が１件、工事区間が 150メートルであるというよ

うに聞いております。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 この三谷町の案件、地元の方はもちろん、私らも時々通るに当たって、

道が狭くて早く広くならないかなというところで期待しているところです。これもぜひ早

く終わるようにお願いしたいと思います。 

 それでは、現在進んでいる事業というとそれほど多くないわけなのですが、そうした中

で、イとして要望案件について伺いますが、蒲郡市が愛知県に対して事業実施を要望して

いる路線はどの程度あるのか、お尋ねいたします。 

◎鈴木伸尚建設部長 今年度、愛知県に要望している道路事業としましては、重点要望項

目として都市計画道路大塚金野線、臨港道路海陽３号線、一般国道 247号鹿島バイパスの

４車線化の３路線でございます。 

 一般要望項目といたしまして、一般国道 247号中央バイパスの 4車線化、一般国道 473

号、都市計画道路竹谷柏原線の３路線の合計６路線でございます。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 要望するに当たっても、重要度に合わせてランク分けして要望している

といった御答弁でした。 

 そうした中で、ウとして事業化の可能性についてお尋ねいたします。 

 まず、小さいａで、国道 473号バイパスについてです。 

 この道路については、ずっと、かなり以前から要望しているところなのですが、絵も描

かれていないというような状況の中で、事業化の可能性についてはどのようか、お尋ねい

たします。 

◎鈴木伸尚建設部長 答弁が稲吉議員の答弁と少し重なりますが、一般国道 473号は、愛

知県への要望路線の１つでございます。蒲郡市竹島町地内の国道 23号を起点とし、岡崎
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市、豊田市などの三河山間部を経由して静岡県牧之原市の国道 150号に至る延長約 260キ

ロメートルの幹線道路でございます。 

 蒲郡市内の状況といたしましては、岡崎市へ向かう山間部の区間におきまして、道路幅

員が狭い上にカーブも多く、特に昭和８年に完成いたしました延長約 470メートルの鉢地

坂トンネルは老朽化が進んでいる状況でございます。 

 蒲郡市といたしましては、新東名の岡崎東インターチェンジへのアクセスとなる大変重

要な路線であると認識しており、これまでも沿線自治体である岡崎市、豊田市と一緒にな

って愛知県に要望してまいりました。 

 まずは、蒲郡市から国道１号までのバイパス計画のルートを考えていただけるよう、引

き続き愛知県に要望してまいります。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 重ねての御答弁ありがとうございます。それほど求められている道路だ

ということで御認識いただければと思います。 

 次に小さいｂとして、竹谷柏原線についてです。 

 都市計画道竹谷柏原線の事業化の可能性についてお尋ねいたします。 

◎鈴木伸尚建設部長 都市計画道路竹谷柏原線も、愛知県への要望路線の１つでございま

す。国道 23号蒲郡バイパスの蒲郡西インターチェンジへのアクセスとして非常に重要な

路線と考えております。 

 現在、蒲郡西インターチェンジから南側の都市計画道路柏原線までの区間を暫定２車線

で供用しておりますが、その南側に新幹線を上越しする箇所があり、橋梁の築造に多くの

費用を要することが想定されております。 

 愛知県に要望するほかの路線につきましても、トンネルを含むなど事業費のかかる路線

が多い中で、市内全体の交通の流れや費用対効果を踏まえた上で、優先順位を考えなが

ら、引き続き愛知県に要望してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 それでは、小さいｃとして、県道三ヶ根停車場拾石線の拡幅について伺

うわけですが、これも事業化の可能性についてお願いいたします。 

◎鈴木伸尚建設部長 県道三ヶ根停車場拾石線は、ＪＲ三ヶ根駅を起点とし、国道 247号

を終点とする一般県道でございます。蒲郡市内につきましては、昭和 54年に蒲郡拾石土

地区画整理事業と旧国道 247号との交差点改良で、蒲郡市内の延長 710メートルのうち

240メートルが整備されております。 

 未整備の区間につきましては、これまでに拾石町地区より当路線の拡幅の要望が提出さ

れ、意見交換会、地元説明会などが行われ、平成 23年度には現地調査を行っていただき

ましたが、用地取得の見通しが立たず、事業を中断した経緯がございます。 
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 直近では、昨年度から今年度にかけて地元から再度整備の御要望もいただいているとこ

ろであり、蒲郡市としましては、通学路も含まれることから、地元の皆様の事業協力の意

向も踏まえながら、整備手法について愛知県と調整してまいりたいと考えております。 

 また、愛知県からは、沿道住民の同意を踏まえた要望が必要と聞いております。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 この道路は、交通安全という観点から非常に重要な道路だというように

思っております。子供たちが狭い道路、歩道のないようなところを通学路として利用して

いるという実態がありまして、それを解消するためにもこの道路がどうしても欲しいとい

うことで、地元の強い要望だというように承知しております。 

 今般、市に要望を出された中には、おおむね関係地権者の方の了解を頂いているという

ように伺っているわけですが、まだ県には要望を出されてないということです。そうした

場合に、一緒に行っていただいて、話がうまくまとまるような形でやっていただければあ

りがたいなというように思います。 

 この質問までは、県の案件でした。これから少し市の案件についてお尋ねいたします。 

 ウとして、市道についてです。 

 （ア）事業内容とそれぞれの進捗状況について伺うわけなのですが、ａとして、蒲郡環

状線などについてということで、新設道路についての御答弁をお願いいたします。 

◎鈴木伸尚建設部長 市道の道路新設事業として、来年度４路線を上げさせていただいて

おります。このうち３路線は、これまでの継続路線となっております。 

 まず、１路線目は、都市計画道路蒲郡環状線の６工区としております市道五井西郷橋詰

１号線でございます。この路線は、中部土地区画整理事業の東側の地区界から五井町民会

館西側までの区間、延長 490メートル、幅員 12メートルの路線で、３月１日現在の用地

買収率は 75％でございます。 

 ２路線目は、同じく都市計画道路蒲郡環状線の７工区としております市道国京宮間２号

線でございます。この路線は、西部小学校南側を東西に通る、延長 360メートル、幅員 12

メートルの路線で、３月１日現在の用地買収率は 93％でございます。 

 ３路線目は、鹿島町地内で国道 247号鹿島バイパスから大型商業施設の周回道路を経由

し、旧国道を結ぶ路線として計画している、(仮称)市道宮ノ要浜田１号線でございます。

今年度は、路線のルートを検討するための道路概略設計及び道路予備設計を実施させてい

ただきました。来年度は、道路詳細設計を実施する予定でございます。 

 最後に４路線目でございますが、愛知県において都市計画道路大塚金野線の事業化に向

けた検討を行っていただいておりますが、その検討の中で、既存の踏切廃止に伴う代替路

線が必要となり、その代替路線として(仮称)市道上向山広畑１号線を計画しております。

来年度はルートの検討を行う道路概略設計を実施する予定でございます。 

 以上です。 
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◆新実祥悟議員 ただいま御答弁がありました案件ですが、ｂとして、(仮称)市道宮ノ要

浜田１号線についてお尋ねします。 

 新設市道４路線のうちの、この(仮称)市道宮ノ要浜田１号線については、今年度は路線

のルートを検討するための道路概略設計と道路予備設計を実施したとお話しされました。

検討された路線のルートについて、地元への説明はどのように行っていく予定か、伺いま

す。 

◎鈴木伸尚建設部長 今年度は、道路概略設計と道路予備設計を実施し、路線のルートを

検討する作業まで進んでおります。 

 来年度には道路詳細設計を実施する予定となっておりますので、詳細な図面が出来上が

った段階で、地元の方への説明を行っていきたいというように考えております。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 今回、この質問の中で、道路の案件をざっと取り上げさせていただきま

した。多くが県に要望する道路ということで、今質問させていただいただけではなくて、

西浦にはまだ手つかずになって途中で止まっている道路といったものもあるわけでして、

そういったものもやってはいただきたいというように思っているのですが、やはり今の御

答弁のあった中に、県も非常に多くの仕事を抱えていて、蒲郡市が要望しても全てその要

望に応えることできない状況だというのは、これはもう十分理解できるところなのです。 

 そうであるならということなのですが、蒲郡市は蒲郡市をよくしようと思うのであるな

ら、蒲郡市自らがやはりどこまでこの事業、道路をやっていけるかということも考えるべ

きではないかなというように思うのです。 

 例えば、先ほどお尋ねしました国道 473号のバイパスの案件は、実際には蒲郡市でやれ

と言っても、これは大変な仕事で、トンネルは作らないといけない、非常に長くて高い橋

脚は作らなければいけない、とても、何百億円もかかるような案件、蒲郡市がどれだけ背

伸びしてもできる案件ではありません。こういう案件については、やはり県とか国とかに

お願いしてやっていただくというのは、これは順当な姿かなというように思っているわけ

なのです。 

 ところが、蒲郡市で手をつけられそうな案件というのも、実はあると思うのです。例え

ば、もう１点伺いましたが、竹谷柏原線、これは、私の試算ではそんなに多くの金額がか

からないというように思っていまして、同じ議会の尾崎委員にも聞くと、やはり同じよう

にそんなにお金はかからないよという話なのです。 

 そうであるなら、こういった重要で浜町の企業用地に直結するような道路、これは市で

やってもいいのではないのかなというように思って、こうして質問させていただいたわけ

なのです。答弁は求めません。こういったこともお考えくださいということです。そうし

たやり方があるのではないかなということです。今後の参考にしていただければと思いま

す。 

 この話をやっていますと時間が無くなりますので、次に移らせていただきます。 



令和 3 年 3 月定例会 

代表質問 

- 7 - 

 

 （３）として、小中学校、公民館、保育園グランドデザインの現実的な対応についてお

尋ねいたします。 

 まず、予算大綱において、地区のワークショップを再開するとありました。施設類型ご

とのグランドデザインの策定が進んでいると思っていますが、来年度、ワークショップは

どのように進めるのか、お願いいたします。 

◎平野敦義総務部長 中学校区単位に実施しているまちづくりと公共施設の将来を考える

ワークショップについては、令和元年度に蒲郡北地区（中部中学校区）で実施していまし

たが、教育委員会が小中学校規模適正化方針を策定することとなったために、実施スケジ

ュールを変更いたしております。 

 小中学校規模適正化方針は今年度中に策定されることから、蒲郡北地区のワークショッ

プは、来年度再開をする予定です。 

 蒲郡北地区を含めて、今後実施するワークショップでは、施設類型ごとのグランドデザ

インを説明させていただいた上で、たたき台となる再配置プラン案をお示しし、地区の皆

様からご意見を伺うことになると考えています。たたき台となる再配置プラン案は、施設

類型ごとのグランドデザインに沿って作成することになると考えております。グランドデ

ザインで示される視点を基に、複数のプランをお示しして、議論を進めていきたいと考え

ています。 

◆新実祥悟議員 ただいま、今後のワークショップは施設類型ごとのグランドデザインを

説明した上で進めるというお話でした。では、今までのワークショップを実施してきた地

区についてはどのようにしていくのか、お願いいたします。 

◎平野敦義総務部長 ワークショップにつきましては、地区の皆様から御意見を伺う場と

して実施しております。ワークショップを終えた地区では、施設類型ごとのグランドデザ

インの策定により、再度御意見を伺う必要があるか、検討を行います。その上で、これら

の地区でどのような対応をするか決定したいと考えております。 

◆新実祥悟議員 それでは、具体的にイとして塩津と西浦の地区ワークショップ結果の取

扱いについてお尋ねしようと思います。 

 この２地区について、今後どのように進めていくのかお答えください。 

◎平野敦義総務部長 塩津地区と西浦地区については、地区個別計画を策定したのち、機

能が集合する施設の建物配置や管理運営方法などを定める基本計画の策定作業を行ってお

りましたが、小中学校規模適正化方針を策定することになったため、昨年度末に計画案を

まとめた段階で作業を止めております。 

 今後は、地区個別計画やこの基本計画案が施設類型ごとのグランドデザインの考えに沿

っているか確認を行い、問題が発生しないと判断できれば、できるだけ早いタイミングで

基本計画を正式に決定、公表していきたいと考えております。 

◆新実祥悟議員 基本計画をできるだけ早く公表したいということですが、実際に工事に

取りかかるのはいつになるのかということをお尋ねしたいのです。 
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 というのは、やはり地元としては、いつできるのだ、本当に使いづらいのをずっと使い

づらいまま使っているというような思いをしている方もたくさんいらっしゃるということ

ですので、ここがいつなのかということを今御答弁いただけると嬉しいなと思うのです

が、いかがでしょうか。 

◎平野敦義総務部長 今のところ、工事の着工時期や工事期間については、決まったもの

はございません。いずれの地区におきましても、現在の小学校の敷地で学校活動を行いな

がら建替工事を進めていくことになります。そのため、工事着工時期や工事期間について

は学習環境に十分配慮した上で調整をしていきたいというように考えております。 

 工事の着工までには、国からの補助を受けるための調査や協議、実施設計が必要となっ

てきます。また、整備する施設は、地区の公共施設が集まり、地区の拠点として機能して

いく施設になりますので、施設の活用方法などについて、地元とも連携して協議、調整を

行った上で実施設計に移行する予定でございます。 

 工事の順番でございますが、塩津地区の基本計画案では、学校体育館と公民館が合築さ

れる建物から着手し、学校校舎、保育園の整備の順に工事を進める予定となっておりま

す。また、西浦地区の基本計画案では、学校校舎を整備した後に、学校体育館と公民館が

合築される建物の工事を進める予定というようになっております。 

 地元からは早期整備について御要望をいただいておりますので、なるべく早く工事に着

手できるよう、こうした確認作業や手続を早急に進めてまいりたいというように考えてお

ります。 

◆新実祥悟議員 いつという御答弁はありませんでしたが、手順的なものは少し見せてい

ただいたかなと思っておりまして、大変ありがたいと思います。この件に関して、塩津地

区の総代の代表の方が市長のところに面談に伺って、またお話しされて要望したいと改め

てそのように申しておりますので、またしっかりと対応していただきたいと思います。お

願いします。 

 では、次（４）として立地適正化計画の運用についてお願いいたします。 

 まず、アとして居住誘導、施設誘導の具体策についてです。 

 蒲郡市立地適正化計画が策定されて１年以上が経過しております。計画に基づく施策の

実施状況についてお尋ねいたします。 

◎宮瀬光博都市開発部長 令和元年７月に策定いたしました蒲郡市立地適正化計画におい

ては、人口減少・少子高齢化の進行などによる社会情勢の変化に対して、持続可能なまち

づくりを目的として、中心拠点である蒲郡駅、そして地域拠点である各駅を中心にして、

居住を誘導する居住誘導区域、医療・福祉・子育て・商業などの都市機能施設を誘導する

都市機能誘導区域をそれぞれ設定し、区域ごとに様々な誘導施策を位置づけて事業を進め

ています。 

 居住誘導区域における誘導施策として、市民福祉サービスに係る施策、土地区画整理事

業や公園整備事業のような公共施設整備に係る施策、住宅施策などの施策を位置づけると
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ともに、今後検討していく誘導施策として、低未利用地の活用促進、用途地域の見直し、

都市公園の長寿命化などを挙げております。現在、施設の老朽化している都市公園につい

て、令和２年度予算で公園長寿命化計画の策定を進めています。 

 都市機能誘導区域においても、商業・サービス業に係る施策、公共施設整備に係る施策

などを誘導施策として位置づけていますが、現在、土地利用の共同化・高度化等に係る施

策である優良建築物等整備事業を進めております。この事業は、都市機能を誘導するとと

もに良好な住環境の確保を目的としているものですが、中心拠点である蒲郡駅北地区にお

いて、民間事業者と令和３年度以降の事業実施に向けた準備を進めています。なお、この

優良建築物等整備事業の詳細につきましては、３月定例会の経済委員会にて御報告する予

定でございます。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 経済委員会の中で御報告いただけるという、そういう案件が入っている

ということで、その際にしっかりとお尋ねしたいというように思います。単にこういった

計画を立てただけではないよということなのですね。既に補助なり何なりの形で進んでい

ますと、そういう御答弁だったと思います。 

 そういう中でお尋ねしたいのが、低未利用地の活用促進というのを挙げられたと思うの

ですが、具体的に、まず低未利用地というのはどういった土地なのかをお願いします。 

◎宮瀬光博都市開発部長 一般に、市街化区域内にある利用の図られていない土地、いわ

ゆる空き地のことを指すものとお考えください。 

 居住誘導区域内における低未利用地について例示をいたしますと、荒れ地や耕作地など

の宅地化が見込まれる土地となります。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 それを伺って、次の質問に移らせていただきます。 

 イとして区域内で組合施行の区画整理案件が持ち上がった場合の対応についてお尋ねし

ようと思っています。例えば、低未利用地の活用施策として、本当にそこの土地の所有者

が組合というのを形成して、それで有効利用するために区画整理をやってこうというよう

な案件が、これまでも形原、羽栗池東でもあったというように思うのですが、これと同じ

ような形で土地の有効利用をしていこうといった案件が出てきた場合に、市から何らかの

支援というのは考えられるかどうか、それをお願いします。 

◎宮瀬光博都市開発部長 低未利用地の活用促進は、市にとって重要な課題であると認識

しております。 

 例示いただきましたが、組合施行による土地区画整理事業は、居住誘導区域の低未利用

地の活用促進につながるものとなりますので、市といたしましても望ましいことであると

考えております。組合施行による土地区画整理事業への支援につきましては、蒲郡市土地

区画整理事業助成要綱に基づく助成ができることになっております。しかしながら、現在
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把握している居住誘導区域内の低未利用地の中には面積が狭小なものもあり、要綱の基準

に適合しないものについては助成の対象とはなりません。 

 蒲郡市内におきましては、過去に４地区で組合施行による土地区画整理事業が施行され

てまいりましたが、市にとって必要な公共施設を市が直接整備したという事例もございま

す。したがいまして、居住誘導区域の低未利用地において、組合施行による土地区画整理

事業の提案があった場合、要綱に適合しないものにつきましても、必要に応じて市が公共

施設の一部を直接整備し、施設整備費の軽減を図ることで事業実現の可能性を高める支援

を行う方向で考えております。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 ぜひ、それをお願いしたいと思います。居住誘導地域の設定に当たって

は、駅から何キロメートルという円を描いて、もちろん市街化区域の中でそういったもの

を設定していただいたというように聞いております。その観点から見ますと、例えば西浦

の駅から円を描いても、鹿島駅から形原駅から円を描いてもなかなかそんなに大きな土地

というのは残ってないというように思います。残っていても規定に外れるような案件ばか

りだというように承知しているわけなのですが、そうしたものをぜひ有効に活用できるよ

うに、何らかの対策をお願いしたいなというように思います。ありがとうございます。 

 では、次にお尋ねしますが、（５）として東港地区の開発についてお願いいたします。 

 まず、先ほども御答弁がありましたが、三河港港湾計画への位置づけということです

が、具体的にこの位置づけに向けてはどのように取り組んでいるのか伺います。 

◎鈴木伸尚建設部長 三河港港湾計画の改訂は港湾管理者である愛知県が行うものです

が、東港地区まちづくりビジョンは、愛知県に対して港湾計画の改訂へ内容を反映してい

ただくことも考慮して策定しております。具体的には、まちづくりビジョンの中で、将来

イメージや想定される土地利用を示すなどして、港湾計画の改訂につながるようにまちづ

くりビジョンを取りまとめていきたいと考えております。 

 また、愛知県とは、港湾計画をどのように改訂すると東港地区のまちづくりに生かして

いけるかといった相談もさせていただいております。 

 また、まちづくりビジョンを策定するに当たり、蒲郡市東港地区まちづくりビジョン策

定委員会を設置しており、その委員には、港湾計画の検討に関わってみえる大学教授、中

部地方整備局の三河港湾事務所長、愛知県の港湾課長、三河港務所長にも加わっていただ

いております。東港地区まちづくりビジョン策定委員会の場で、その方々に直接、東港地

区のまちづくりの必要性も御理解いただけるよう説明させていただいております。 

 また、港湾計画の検討の場でも東港地区のまちづくりについて取り上げられております

ので、今後も引き続き、蒲郡市の方針などを示していきたいと考えております。 

◆新実祥悟議員 では次に、この東港地区の開発ですが、これを進めていくに当たって、

令和３年度はどのような取組をしていくのかお尋ねいたします。 
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◎鈴木伸尚建設部長 今年度に引き続き、令和３年８月末頃の策定に向けて、東港地区ま

ちづくりビジョン策定事業を進めてまいります。 

 また、今後、民間事業者と対話をしながら埋立地の土地利用計画を検討する際や、市街

化区域編入手続の必要書類を作成する際などに、土地の詳細な資料を整備しておく必要が

ございます。 

 このため、竹島ふ頭から竹島ベイパークにかけての土地の詳細な地形図、水路などの埋

設物の位置、愛知県と蒲郡市の土地所有区分、これらについて測量及び資料整理を行い、

今後のまちづくりの検討や各種手続に必要となる資料作成のための業務を実施していきた

いと考えております。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 そういう中で、最後にお尋ねしたいのは、竹島水族館と竹島ぱるくがあ

る土地についてです。 

 ここを１つのエリアとして見ているそうなのですが、竹島水族館は耐震工事を実施して

いるものの、竹島ぱるくは建設から約 60年が経過しており、建物の老朽化が著しく、景

観的にもイメージがよくないというように思います。 

 今後開発を進めていく中では、これらの土地をどのように活用していったほうがよいの

か、どのようにお考えなのかを伺います。 

◎鈴木伸尚建設部長 竹島水族館と竹島ぱるくがある土地は、東港地区の海辺のみなとエ

リアから竹島周辺エリアへつながる主要な動線上となるものであり、非常に条件のよい価

値のある土地であると考えております。 

 これらの土地は市の所有となっておりますので、官民対話による事業推進も検討しなが

ら、将来的には、周辺の土地利用との連続性を踏まえた現実的で有効な土地利用計画を今

後の取組みの中で検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 ありがとうございます。積極的に民間の方の力もお借りしながらまちづ

くりを進めていきたいという、ある意味、これまでも必要だったということは分かってい

ながらも、これまで以上に積極的にお考えになってくださっているということを御答弁の

中で実感いたしました。 

 こういった前向きな政策というものを立てていくのもまちづくりには重要だとは思いま

す。当然ですが、対策もやはりしなければいけないというようなものもありまして、それ

の一番大きな案件だというように思っておりますが、（６）としてラグーナテンボスにつ

いてお尋ねします。 

 まず、これはもう１問だけですけれども、ラグーナテンボスの直近の決算状況及び今季

の収支予想事業計画についてお尋ねすると同時に、ラグーナ蒲郡運営事業交付金というの

は今後も予定どおり継続して交付するかどうか、お願いいたします。 
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◎飯島伸幸企画部長 ラグーナテンボスの決算状況について、直近第７期、令和２年９月

30日決算よりお答えします。 

 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、令和２年２月末から５月下旬の期間において休

業した影響により、主力となるラグナシア事業をはじめ各施設の利用者が減少したため、

売上高は前年と比較し大きく減少いたしました。 

 売上高は 22億 2,900万円、前年比 50.9％であり、営業損益は 11億 5,900万円の赤字と

なっております。 

 また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により悪化した財務体質の改善を図り、営

業黒字を実現する目的のため、タルゴラグーナ、ホテルラグーナヒル、ラグーナの湯を運

営するタラソ事業を令和２年 12月に株式会社リゾートトラストへ売却しております。 

 続きまして、第８期事業計画についてお答えいたします。 

 ラグナシアで 62万人、ラグーナテンボス運営事業全体で 280万人の来場者数を見込ん

でおります。新たな取組として、アスレチックパークである「変な森」や、期間限定イベ

ントとして、大ヒットアニメ「鬼滅の刃」とのコラボレーションイベントを実施していき

ます。また地域との協働したイベントを増やしていく予定と聞いております。 

 新たな取組を増やしつつ、遊園地・テーマパークにおける新型コロナウイルス感染症拡

大予防ガイドラインに沿った対策を取りつつ、業績回復を目指す事業計画となっておりま

す。今期の収益予測といたしましては、売上高は 37億 2,100万円、営業利益は 3,200万

円を見込んでおります。 

 また、ラグーナ蒲郡運営事業交付金については、平成 26年度より累計 18億 6,420万円

を交付しております。交付限度は 30億円となっております。ラグーナ蒲郡地区は蒲郡市

の重要な観光拠点であるとともに、市のまちづくりに必要不可欠な存在であることを踏ま

え、観光振興及び雇用の促進を図ることを目的として継続してまいります。 

 以上です。 

◆新実祥悟議員 ありがとうございます。 

 ラグーナテンボス、基本的には民間事業ですので、民間の方がまずは頑張っていただく

ということになるかと思います。ただ、これまでのいきさつ上、民間だからといって突き

放してしまうというわけにはいかないというように思います。 

 また、蒲郡市の観光施策といったものを展開するに当たっても非常に重要な１つの施設

だというように捉えておりますし、そのことは当然、当局の方も捉えられているというよ

うに思っております。今後とも、しっかりとお話ししていただきながら支えていっていた

だければというように思います。 

 もう１点、これは御答弁を頂きませんけれども、ラグーナがラグーナの中だけの事業と

いうことではなくて、蒲郡市全体を利用したような、そうしたイベントを作っていただけ

るような、何かそういう御提案を頂けないかなというように思うのです。 
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 例えば、三谷の竹内議員などが、今、非常に強く求めているのが、ラグーナテンボスが

三河大島をうまく利用してくれたらいいなというようなお話なのです。以前、あそこに船

が、何という船でしたか、あったのですけれども、それで三河大島のほうに回ってもらっ

たらいいなとか、恐竜の島にしてもらったらいいなとか、宝島にしてくれたらいいなと

か、そういう話をしながら、あそこに前のラグーナの巽社長が三河大島に渡って見ていた

だいたというような経緯もありまして、そういった使い方というのもまた提案していただ

ければというように思います。 

 もちろん、三河大島だけではないです。西浦から形原も含めて十分使えるというように

思いますので、お願いしたいと思います。 

 それと、今回、予算大綱というところで、まちづくりに限定して取り上げさせていただ

きました。この理由は、やはりまちづくりというのが今後の蒲郡市にとっても非常にベー

スとなるものであるということで、将来目標、2060年に６万 1,000人の確保ということを

おっしゃっておられますが、それを確保していくためにも、しっかりとここのところはや

っておいていただきたいなというように思います。私の人生で行きますとそこまでは持ち

ませんけれども、そういったことは将来世代のためにきちんと作っておいてあげたいなと

いうように思います。 

 それと、国では、菅総理が自助・共助・公助と、このように言っておりますが、これは

国民の皆さんに向かって言っているだけではなくて、地方自治体に対しても言っているの

だろうなというように受け止めています。国の借金が 2,000兆円を超えている、こういっ

た状況の中で、何でも国にやって、県にやってというのはなかなか難しいというように思

っておりまして、市がよりよくなるための施策については、市でも手が届きそうであるな

ら市でやるという、そういった考え方の変更というのも必要ではないのかなというように

思います。そういったことで、今回、まちづくり１本に集中させていただきました。ぜひ

お考えいただければと思います。 

 それでは、これで蒲郡市政クラブの代表質問を閉じさせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

 


